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2023年度　調査研究テーマについて
　当調査会では、多摩・島しょ地域の市町村の広域的・共通的課題を中心に、年度毎にテーマを複数選
定し、調査研究を実施しています。調査研究報告書は、多摩・島しょ地域の市町村などに配布するとと
もに、ウェブサイト（https://www.tama-100.or.jp）にも掲載し公開しています。
　2023年度については、3件の調査研究実施を予定しており、今回はその概要を紹介いたします。

　急速な少子高齢化を伴う人口減少やインフラの老朽化などにより、自治体を取り巻く環境
は一層厳しくなっていくことが予想されています。
　こうした状況において、様々な地域課題を解消し、ウェルビーイングなまちづくりをして
いくために、各自治体には、自治体間での協働はもとより、地域社会を支える住民組織、企
業、大学等の多様な主体とも協働し、貴重な資源を効果的に活用した広域的な取組を展開し
ていくことが期待されます。
　本調査研究は、変化が著しい社会情勢を踏まえ、将来を見据えた上で、多摩・島しょ地域
自治体の特性を活かした、多様な主体との広域的な協働のあり方について、提案することを
目指します。

地域の未来予測を踏まえた多様な主体との広域的な協働のあり方に 
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【大学との共同研究】（２年間で実施）
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　多くの自治体では、人口減少や高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面
しています。
　そこで関係人口と呼ばれる、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」で
もない、地域と多様に関わる人々が、新たな地域づくりの担い手として期待されています。
　全国の自治体では、関係人口創出に向けた取組が行われ、これらの様々な事業をきっかけ
に、地域の活性化に新たな展開を起こし始めています。
　本調査研究では、関係人口をまちづくりの新たなパートナーとして、地域活性化に向けた
事業を展開する自治体の取組を調査研究し、自治体が関係人口とともに創る持続可能な地域
づくりについて提案することを目指します。

関係人口とともに創る地域づくりに関する調査研究
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　地域共生社会の実現に向けた解決手段の１つとして、eスポーツを活用する動きが全国の
自治体で始まっています。
　eスポーツは従来のスポーツとは他者と競技を楽しむ点で似ていますが、激しい身体的活
動を伴わないことから、高齢者や障がい者にも取り組みやすいとも言えます。手指を使う動
作やプレー中のコミュニケーションは、介護・認知症予防への効果が期待されるほか、競技
を通じた社会参画にも繋がり、地域交流の活性化への寄与など、幅広い可能性が期待されます。
　本調査研究では、多摩・島しょ地域自治体が地域課題の解決に向けた施策の１つとして、
eスポーツに関する動向の提示や活用方策を提案することを目指します。

地域課題の解決に向けた e スポーツの可能性に関する調査研究

調査
研究

２２

毎年度調査
　当調査会では、上記の調査研究に加え、39市町村における行財政運営の参考となるように、各種統計
資料を毎年度作成しています。
　2023年度についても、以下のデータ集を作成し、上記の調査研究と同様に配布・公開する予定です。

多摩地域ごみ実態調査
多摩地域の清掃事業及びリサイクル事業に関する情報を調査し、
基礎的な統計データ集を作成します。

多摩地域データブック
今後のまちづくりや政策形成など行政運営上の基礎資料として、「人
口・土地」「産業」「都市基盤」など主要な統計データ集を作成します。

税・財政参考資料
39市町村における、財政力指数・公債費比率・経常収支比率等の
分析指標及び市町村税徴収実績等のデータ集を作成します。


